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都
祁
水
分
神
社
は
、
奈
良

市
の
南
東
部
に
鎮
ま
り
ま

す
。
大
和
高
原
か
ら
流
れ
出

す
木
津
川
上
流
の
布
目
川
や

大
和
川
上
流
の
初
瀬
川
の
水

を
司
る
神
社
で
、
平
安
時
代

の
「
延
喜
式
神
名
帳
」
に

記
載
さ
れ
た
式
内
大
社
で
、

「
大
和
四
水
分
」
の
一
つ
と

さ
れ
ま
す
（
他
は
吉
野
、
葛

木
、
宇
太
）
。

社
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
飛

鳥
時
代
に
創
建
さ
れ
、
最
初

の
鎮
座
地
は
、
こ
こ
よ
り
３

㌔
南
に
鎮
ま
る
都
祁
山
口
神

社
の
地
で
し
た
。
平
安
時
代

の
９
７
１
（
天
禄
２
）
年
に

現
在
地
へ
遷
座
し
ま
し
た
。

祭
神
は
、
速
秋
津
彦
神
、

天
水
分
神
、
国
水
分
神
の

３
柱
で
、
杉
木
立
に
囲
ま
れ

た
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
境
内

に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
緩
や

か
で
真
っ
直
ぐ
な
坂
道
の
参

道
の
正
面
に
能
舞
台
が
あ

り
、
そ
の
先
に
拝
殿
が
あ
り

ま
す

本
殿
(
重
文
)
は

室
町

時
代
の
１
４
９
９（
明
応
８
）

年
に
造
営
さ
れ
た
、檜
皮
葺
、

総
丹
塗
り
の
一
間
社
春
日
造

（
正
面
の
柱
間
が
ひ
と
つ
の

切
妻
屋
根
で
棟
と
直
角
な

面
に
入
口
が
あ
る
建
築
様

式
）で
す
。本
殿
の
前
に
は
、

一
対
の
狛
犬
が
あ
り
ま
す
。

頭
が
小
さ
く
、
ど
っ
し
り
と

し
た
体
つ
き
で
、
鎌
倉
時
代

末
期
の
作
と
さ
れ
て
い
ま

す
。社

地
は
、
奈
良
時
代
に
聖

武
天
皇
が
行
幸
し
た
堀
越

頓
宮
の
伝
承
地
で
、
鳥
居
の

左
方
に
そ
の
石
碑
が
あ
り
ま

す
。平

安
時
代
に
は
、
伊
勢
斎

宮
の
皇
女
が
宿
っ
た
都
介
頓

宮
の
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

坂
口
隆
信
）


